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・本資料は「平成25年度 使用済製品等のリユース促進事業研究会報告書」の内容の一部を抜粋し、
整理したものです。
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 本事業は、環境保全上の効果の点からも推進することが望ましいリユースに関する様々
な取組みの活性化を図るため、市町村とリユース業者との連携によるリユースモデル事
業の実施、リユース業界を取り巻く環境関連法の整理等を通じて、今後のリユース推進
に向けた課題や支援策を検討することを目的とする。

 具体的には以下３つの調査・事業を実施

-１ 市町村とリユース事業者との連携によるリユースのモデル事業
（公募より２地域を選定、市町村とリユース事業者等が連携するリユース事業を実施）

-２ 平成24年度・平成23年度モデル事業のフォローアップ調査
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-２ 平成24年度・平成23年度モデル事業のフォローアップ調査
（モデル事業実施後の各地域でのリユース促進に向けた取組状況について調査）

-３ リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理
（リユース業界が知っておくべき環境関連法の整理、パンフレットの作成）

 実施に当たっては、研究者、関係業界等の有識者の方を構成員とした研究会を開催
「３．リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理」については、分科会を開催
し、調査項目及び調査結果について、多角的な検討をいただいた。



平成25年度のリユース促進事業の概要

廃棄されて
いたものをリ
ユースへ

市町村における使用済製品リユースモデル事業
市町村とリユース業者などが連携して、リユースを行うモデル事業を実施
した。市町村からの公募により自由な提案を受け付け実施した。（群馬県前
橋市、神奈川県葉山町）
また、平成23～24年度に実施したモデル事業のフォローアップを行った。

リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理
各リユース業界団体が進める優良化に向けた様々な取組みを踏まえ、リ
ユース業における法令遵守を徹底し、他の不適切な事業者との差異化を
明確にするため、廃棄物処理法を中心に、リユース業界が遵守すべき環境
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リサイクル
されていた
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リユースへ

明確にするため、廃棄物処理法を中心に、リユース業界が遵守すべき環境
関連法の法的環境の整理を行った。（※研究会分科会を設置し検討）

びんリユース実証事業

○自治体や事業者等の関係者が連携し地域
内でびんリユースを促進するための実証事業
を実施

○学校給食牛乳におけるびんリユースの促進
を図るための実証事業を実施

びんリユース推進方策の
検討・調査

○びんリユースの可能性調査（居酒屋な
ど料飲店、地域別のびんリユースポテン
シャルの調査）
○啓発事業としてシンポジウムの開催

推
進
方
策

検
討
事
項

※本事業とは別に、「平成２５年度総合的な２Ｒシステムの構築に向けた調査・検討」として、地方自治体等へのアンケート調査・
インタビュー調査を実施し、全国における２Ｒの先進事例等を調査した。使用済製品のリユースに関する事例も調査した。
（環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 企画課 循環型社会推進室）
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Ⅰ市町村におけるリユースのモデル事業
 市町村とリユース事業者や市民団体・NPO等とが連携し、リユースを促進するためのモデル事業を実施し
た。平成25年度は、市町村からの事業内容提案型として募集し、地域の特性、状況や規模等を鑑みて検討
した結果、群馬県前橋市と神奈川県葉山町で実施、各地域のプランの概要は以下の通りである。

群馬県前橋市 神奈川県葉山町

名称 リユース宝市 くるくる市

概要

開催テーマ「私にとっては不用でも、誰かにとっ
ては宝物」とし、家庭に眠る"使えるけど使わない
品物"をイベント当日に持参いただき、集まったも

町民にリユース可能な製品を持ち込んでいただき、
欲しい品を無料で持ち帰ってもらうイベント。町民を
対象。

4

概要
品物"をイベント当日に持参いただき、集まったも
のを無料で提供・交換するイベント。
市民団体、民間事業者とも連携し、残った製品
等も可能な限りリユースを行う。

対象。
残った製品等は、リユース事業者にて引き取りして
もらい可能な限りリユースを行う。

対象品目
衣類・くつ・かばん、ホビー用品、生活雑貨、書籍、
育児用品、おもちゃ、小型の家具

衣類、本、食器、バッグ、靴、ぬいぐるみ、おもちゃ、
その他日用品

役割分担

【行政】企画・開催、市民への広報、残った製品
の処理
【市民団体】イベント開催支援
【民間事業者】リユース品の提供、残った製品等
のリユース・リサイクル

【行政】企画・開催、町民への広報、残った製品の
処理
【市民団体】イベント開催支援
【民間事業者】残った製品の査定・買取り

実施期間 １２月２１日（土） １２月１５日（日）、１月１９日（日）、２月９日（日）



（１）群馬県前橋市のリユースモデル事業

 リユース品の使用及び提供を普及啓発するイベント「リユース宝市」を開催。テーマを「私にとっては不用

でも、誰かにとっては宝物」とし、家庭に眠る“使えるけど使わない品物”をイベント当日に持参いただき、

集まったものを無料で提供・交換するイベントを開催した。

 市民の方から提供いただくリユース品は、「衣類」、「ホビー用品」、「生活雑貨」、「書籍」、「育児用品」、「

おもちゃ」、「家具」とし、食料品、電化製品、医療・介護機器などは対象外とした。

 市民は、提供した品物が残った場合にも、持ち帰りの必要はない。残ったものは、前橋市においてリユー

ス・リサイクル可能なものを仕分けし、市民団体（南橘リサイクルの会）のリユース利用、古着・古紙はリユ

ース・リサイクル事業者への引渡し、これ以外のものは前橋市清掃工場等で処分した。
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 「リユース宝市」で提供するリユース品は、「１．イベント当日に参加者が持参」「２．事前に収集」の２通り。

 「１．イベント当日に参加者が持参する方法」は、開催当日（午前11時～午後1時まで）、会場入口付
近に設置した受付において係員が市民から製品を受取り、係員が会場内に品目ごとに陳列した。

 「２．事前の収集」は、①市有施設３ヵ所に事前に設置した「リユース品回収ボックス」にて拠点回収

した製品、②一般廃棄物収集運搬業者による未使用品等の提供、③粗大ごみの集団回収及び戸

別回収から良品をピックアップ、の３つの方法で準備を行った（③による出品実績はなかった）。

 ちらしは16,000枚作成し、自治会での回覧を実施、また、FMぐんまでのラジオCMの放映、地元密着フリ
ークーポン紙「モテコ」での広告掲載、市ウェブサイトでの広報などを行った。



前橋市のリユースモデル事業の様子

＜リユース品持ち込み受付＞ ＜会場内の様子①＞ ＜会場内の様子②＞
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＜来場者アンケートの様子＞ ＜開始前の様子＞ ＜終了時の様子＞



前橋市のリユースモデル事業のちらし
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前橋市のリユースモデル事業の成果・課題（１）
 リユース宝市への参加者は約800人、うちリユース品を持参した人は約600人。
 持参者1人当たりの持込量は2.9kg（推測）であった。
 事前収集及び当日持ち込み合わせて4,970kg（推計）のリユース品が会場内に陳列され、うち3,915kg（
推計）が持ち帰られ、リユースされたものは全体の78.8％に相当すると推計される。

 持ち帰りされずに残ったものは1,055kg（全体の21.2％）であり、衣類・ぬいぐるみ・かばん（800kg）、書籍
（170kg）はリサイクル事業者に、食器類とハンガーやイベント中に破損した品物などを不燃ごみ（85kg）と
して処理した。ごみとして処理した割合は全体の収集量のうち1.7％であった。

事前収集 当日持込 合計重量 残量 リユース率

＜リユース品の提供量と残量、リユース率＞
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事前収集 当日持込 合計重量 残量 リユース率

本 400 220 620 170 72.6%

洋服キッズ 400 220 620 140 77.4%

おもちゃ 180 100 280 10 96.4%

くつ 80 50 130 0 100.0%

帽子 40 20 60 0 100.0%

かばん 100 50 150 10 93.3%

洋服レディース 1,000 550 1,550 550 64.5%

洋服メンズ 300 160 460 90 80.4%

ホビー用品 130 70 200 0 100.0%

家具 100 60 160 20 87.5%

日用雑貨 220 120 340 15 95.6%

食器類 260 140 400 50 87.5%

合計 3,210 1,760 4,970 1,055 78.8%

※品目別に一部分を計量し、全体量を推計して重量を算出。残量は、全量を計量。



前橋市のリユースモデル事業の成果・課題（２）

 リユース宝市の実施前に設定した目標について、いずれの項目も達成している。

 来場者の満足度について、「リユース宝市」を利用した際の満足度をスコア化して整理する。

 「全体について」は、1.01ポイント。全体的にやや満足していただいたと推察。一部指摘された会場・
運営・マネジメントの方法などについて改善を行うことで、これら満足度も向上すると考えられる。

 「リユース品の品ぞろえ」は、0.80ポイント。自由回答をみると、全体的な品数や品揃えは悪くはない
が、会場の混雑、陳列の方法や、特定の製品の人気があって殺到したことなどにより、やや評価が

低くなったものと考えられる。

 今後の継続意向について、「継続してほしい」と回答が73.6％（345件）と7割以上。継続の必要はないと
の回答は、わずか0.4％（2件）であり、ほとんどの人が継続を期待しているものといえる。
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項目 当初目標値 実績 評価

来場者数 500名 約800名 達成

リユース率 60％ 78.8％ 達成

アンケート回答数 300件 469件 達成

1.01 

0.80 

-1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 

全体について（N=352）

リユース品の品揃えに関して（N=328）

継続してほしい

73.6%

継続の必要はない

0.4%

わからない

1.9%

その他

0.2%

無回答・無効回答

23.9%

＜モデル事業の目標値と達成度＞

＜来場者の満足度（スコア化）＞

※５段階評価で回答いただき、満足を２点、やや満足を１点、普通を０点、やや不満を－１点、
不満を－２点とし点数化、回答数で除することでスコア化する。

＜リユース宝市の継続意向＞



前橋市のリユースモデル事業の成果・課題（３）

 モデル事業の成果（まとめ）

（１）ごみの減量

 持ち込まれたリユース品のほとんどが普段はごみとして排出されているものであるため、新しい持ち

主の手に渡ったことで、ごみの排出抑制につながった。

（２）ごみ減量意識の高揚

 リユース宝市を機会にこれまでリユースを考えていなかった多くの市民が、リユースを理解するきっ

かけになった。

（３）若年世代への啓発

 前橋市では、消費が多くもっともごみを出す若年世代への普及啓発を強化している。リユース宝市

では、従来型の環境イベントや環境講話では来場が見込めない方々が多く来場されリユースへの
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では、従来型の環境イベントや環境講話では来場が見込めない方々が多く来場されリユースへの

理解を深める良い啓発機会であった。

 今後の取組方針

（１）本事業は来場者の継続要望もあることから、前橋市として来年度も継続して実施。

（２）単なる一過性のお得なイベントとしてではなく、規模は小さくなっても地域に根ざした活動になるよう

広め、市民団体による自主的な運営等に発展させたい。

（３）市民にまずリデュース、リユースを考えていただき、リサイクルできないものだけがごみであると意識

していただけるような啓発を進めたい。



（２）神奈川県葉山町のリユースモデル事業

 不用品交換イベント「くるくる市」をモデル事業期間中に３回開催し、リユース可能な不用品について町民

同士の交換を促進した。

 イベントの企画・運営は、町民ボランティア組織「ごみへらし隊」と協働して実施した。

 イベント終了時に持ち帰られなかった不用品のうち、リユース可能なものについては、株式会社

Kurokawa、BOOKOFF（逗子久木店）と連携し、リユース市場での流通を図った。

葉山町のモデル事業の流れ
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① イベント当日に町民がリユース可能な製品
を持ち込む

② 持ち込み受付でアンケートに回答した後、持
ち込み者が会場内に陳列する

③ 粗大ごみ対象品などのイベント対象外品が
持ち込まれた場合は、不用品交換掲示板
「リサイクル掲示板」への掲載登録を会場に
て受け付ける

④ 欲しいもの見つけた来場者は、持ち帰り受
付にて計量・アンケートに回答を行った後、
無料で持ち帰る

⑤ イベント終了後、持ち帰られなかったものの
うちリユース事業者がリユース可能と判断し
たものは事業者に引き渡す

⑥ 事業者は自社の販売ルートで市場流通さ
せる

⑦ 最終的に残った不用品は、葉山町が次回イ
ベントまで保管または処分する。

持ち込み受付

会場内陳列 持ち帰り受付

リユース業者
引取り

役場で廃棄または
次回開催まで保管

リサイクル
掲示板登録

・対象品該当の確認
・計量
・持ち込み者用アンケート対象外品

・会場内で登録

利用者が陳列

・計量
・持ち帰り者用アンケートイベント当日に

持ち帰られなかった不用品

・追跡アンケート



葉山町のリユースモデル事業のちらし
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葉山町のリユースモデル事業の様子

＜持ち帰り品受付の様子＞ ＜会場内の様子＞ ＜ﾘｻｲｸﾙ掲示板への登録＞
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＜おもちゃ・ぬいぐるみ＞ ＜食器類＞ ＜靴＞



葉山町のリユースモデル事業の成果・課題（１）

 2013年12月15日、2014年1月19日、2月9日の計３回「くるくる市」を開催、来場者数900名、3,580kgの
製品を市民から引き取り、そのうち約７割の2500kgが町民によって持ち帰られ、約950kgが事業者に引
き渡された。

 市民からの引き取り品目は、食器・その他の日用品が40％と最も多く、次いで衣類（37％）、本（13.0%)、
靴・バッグ（7%)と続く。

 町民により持ち帰られた製品の割合は、おもちゃ・ぬいぐるみと食器・その他日用品で83％と最も多く、次
いで本・CD・DVD・ビデオ（78％）、衣類（57％）、靴・バッグ（43％）であった。

＜持ち込み品の内訳＞ ＜持ち帰られた製品の割合＞
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

衣類

本・CD・DVD・ビデオ

靴・バッグ

おもちゃ・ぬいぐるみ

食器・その他日用品

合計

持ち帰り 残り

＜持ち込み品の内訳＞

＊重量比

＜持ち帰られた製品の割合＞



 市民へのアンケート結果

 くるくる市参加者へのアンケートでは、参加者の満足度は高く、今後の事業

展開に期待する意見が多く寄せられた。くるくる市を利用した理由としては、

「必要なものが新品でなくてもよかったから」（34%）、「無料で手に入れること
ができるから」（34%）と最も多く、「町の事業なので安心して利用できるから」
（20%）という意見も多かった。

 一般町民アンケートで家庭に保管している不用品の品目について尋ねたと

ころ、家具（28%)、電化製品（31%)、日用雑貨(22%)が多く挙げられ、くるく
る市参加者に尋ねたリユース品として持ち帰りたい品目と傾向が一致した。

 退蔵品の今後の取り扱いとして、「リユースの方法があれば検討したい」と

葉山町のリユースモデル事業の成果・課題（２）
＜自宅に保管している不用品＞

本

4% 衣類、服飾品

その他

0%

＜リユース品として入手したいもの＞

家具

28%

電化製品

31%

日用雑貨

22%

おもちゃ

10%

趣味用品

3%

ブランド品

3%
ベビー、子

ども用品
3%

N=692

N=32
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 退蔵品の今後の取り扱いとして、「リユースの方法があれば検討したい」と

いう回答が39%であった。利用しやすい仕組みを設けて情報発信することで
リユース促進の可能性があることがわかった。

 連携したリユース事業者の評価

 アンケートの結果、量・品質の面では不満があり直接的な利益にはつながっ

ていないが、PR効果が期待されることから今後の連携に前向きな意見であ
った。

 今後の課題について

 イベント後の廃棄量を減らすため、対象品についての事前の周知徹底が必

要。

 食器・その他の日用品は町民同士の交換が活発であったが、記念品や箱に

入っていないものが多く、リユース事業者の視点ではリユースができないも

のが多く、リユースを意識した保管方法の周知が必要である。

家具類

34%

電化製品

34%

日用雑貨

3%

ベビー･子ども

用品
20%

趣味用品

5%

4% 衣類、服飾品

0%
0%

いずれ機会

を見て処分

する

52%

リユースの

方法があれ

ば検討した

い

39%

そのまま（特

に考えてい

ない）

9%

＜自宅に保管している不用品の取り扱い＞
N=23



Ⅱ 平成24 年度・平成23 年度モデル事業のフォローアップ調査
（１）平成24年度モデル事業フォローアップ調査

 平成24年度は、愛知県大府市、大阪府泉大津市、東京都町田市の３地域においてモデル事業を実施し、
各地域のプランの概要は以下の通りである。

 平成24 年度モデル事業を踏まえた、各地域の取組み状況について整理する。

地域 名称 人口・世帯数 モデル事業の概要

使用済小型
家電におけ ・宅配リユース事業の回収ルートにて小型家電対象96品目を回収した。回収した小型
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愛知県
大府市

家電におけ
る 宅 配 リ
ユース及び
リサイクルの
可能性検討
事業

人口8.9万人
3.6万世帯

・宅配リユース事業の回収ルートにて小型家電対象96品目を回収した。回収した小型
家電はリユース可能なものはリユース品として宅配リユース事業者が買取し、リ
ユース不可なものは再資源化業者がリサイクルするという、市民にとって買取れな
い小型家電もリサイクル品として処分され利便性が高いリユース及びリサイクルシ
ステムの実現可能性を検討した。

大阪府
泉大津
市

リユースでエ
コ生活～第２
弾～

人口7.6万人
3.3万世帯

・市民団体と協力して、市のホームページ及び市庁舎内に設けられた掲示板に市民
の「家庭で使えなくなったもの（不用品）」について情報を掲載した。
・掲載情報を見て不用品が必要な方は市へと連絡し、市は引き渡しのあっせんを行っ
た。
・また、気軽にリユース品の売買が行える「Yahoo! バザール」の利用を市民に情報提
供、リユースを促す事業を同時に実施した。

東京都
町田市

持ち込みご
みのリユー
ス促進事業

人口42.6万人
18.8万世帯

・月に1回「リユースの日」を設定し、粗大ごみを回収する場所にて市民からのリユース
品の引き取りを実施した。リユース事業者と連携することでリユースできる品目の拡
大を目指した。
・市民はリユース可能と判断された場合、無償で引き渡すことができる形とした。（リ
ユース不可の場合でも粗大ごみとして処理し、再度の持ち込みは不要）



（２）平成24年度モデル事業を踏まえた各地域の動向
 泉大津市が継続して事業を実施するとともに、大府市では、モデル事業での小型電子機器の収集実績を

踏まえて小型家電リサイクル事業を実施、町田市では、「リユースの日」という形では継続せずに、モデル

事業をきっかけにリユース事業者と連携したフリーマーケットを実施している。

 大府市では、民間連携事業者（ネットオフ株式会社）がモデル事業で一定量の小型家電が収集でき

たという成果を踏まえて、関連会社であるリネットジャパン株式会社にて宅配サービスによる小型家

電の回収を実施。「リサイクル」と合わせて回収することで、ユーザーにとって手間のかからないリユ

ース品の回収に繋がることが期待されている。

 泉大津市での不用品あっせん掲示板の利用実績は平成24年度が登録件数56件、成立件数24件と
23年度実績（登録44件、成立17件）を上回っている。

 町田市では、「リユースの日」の取組は市民に好評であったが、事業の実施主体であるエコライフ推
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 町田市では、「リユースの日」の取組は市民に好評であったが、事業の実施主体であるエコライフ推

進公社の収益性が低いことや市民から持ち込まれた物のうち予想以上に多くの物を廃棄せざるを

得なかったことから市としては同様の形での継続は行っていない。

愛知県大府市 大阪府泉大津市 東京都町田市

モデル事業の
継続状況

継続なし 継続して実施 継続なし

モデル事業での小型電子機
器の収集実績を踏まえて、小
型家電リサイクル事業を実施

不用品あっせん掲示版を引き
続き運用

「リユースの日」は継続せず、
新たな取り組みを模索中。リ
ユース事業者と連携し、フリー
マーケットにおける「共同出品
コーナー」を開設。

変更・改善点 －
庁内での連携体制の強化（秘書
広報課、環境課が連携して実
施）

－

モデル事業を踏まえた平成25年度の取組み状況



（３）平成23 年度モデル事業のフォローアップ調査
 平成23年度モデル事業においては、「地域内事業者リスト方式」（４地域）、「市町村回収後選別方式」（２
地域）を実証した。

 「地域内事業者リスト方式」は、市町村が地域内のリユース事業者を選定し、店舗の概要、買取基

準、利用方法等を紹介するちらし等を作成、各世帯に配布する。使用しないまま保管されている製

品などをごみとして出す前に、リユース事業者の活用を促すものである。

 「市町村回収後選別方式」は、市町村が粗大ごみ等として回収した物について、リユース事業者が

市町村のストックヤード等で検品し、リユース品として買い取りできると判断したものを市町村から買

い取るものである。

 平成23年度モデル事業を踏まえた、各地域の取組み状況について整理する。
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方式 地域 人口・世帯数 モデル事業の概要

地域内事
業者リス
ト方式

愛知県
大府市

人口8.9万人
3.6万世帯

・市内・近隣地域に立地するリユース事業者、市民が利用できる宅配型リユース事業者を紹介
（12店舗）。店頭買取、出張買取、宅配買取の状況を実証。

大阪府
泉大津市

人口7.6万人
3.3万世帯

・市内・近隣地域に立地するリユース事業者を紹介（２店舗）。店頭買取、出張買取の状況を実証。
市に相談窓口を設置、市民からの質問・相談等に対応し、利活用を促した。

群馬県
明和町

人口1.1万人
0.4万世帯

・近隣地域に立地するリユース事業者を紹介（１店舗）。店頭買取、出張買取の状況を実証。町
に相談窓口を設置、町民からの質問・相談等に対応し、利活用を促した。

東京都
世田谷区

人口87.3万人
45.5万世帯

・区内・近隣地域に立地するリユース事業者、区民が利用できる宅配型リユース事業者を紹介
（24店舗）。店頭買取、出張買取、宅配買取の状況を実証。

市町村
回収後
選別方
式

神奈川
県

秦野市

人口16.9万人
7.1万世帯

・市民から自己搬入された粗大ごみのうち、リユース品として買取可能性があるものを一次選別
し、保管。リユース事業者が査定・買取。リユースに対する意向は、自己搬入粗大ごみの受付
時に、リユース同意書へ署名してもらうことで確認。

京都府
綾部市

人口3.4万人
1.4万世帯

・戸別収集する粗大ごみ等、市民から自己搬入された粗大ごみ等の中から、リユース品として買
取可能性があるものを担当者が一次選別し、保管。リユース事業者が査定・買取。
・戸別収集は排出する市民立ち会いのもと実施、リユースに対する意向は収集時に確認。



（４） 地域内事業者リスト方式
 地域内事業者リスト方式は、３地域が継続実施（泉大津市（一部変更）、明和町、世田谷区）、１地域（大

府市）が事業を継続していない。

 世田谷区では、区の２R事業の一環としてNPOに委託して新たな「リユースショップ情報」のちらしを
作成した。３つの業界団体に依頼し、掲載店舗を紹介していただいた上で掲載を行った。

ＯＫ

市民

②リユース事
業者へ連絡

①市町村が配
布した事業者リ

リユース事業者

③受付窓口にて、リユースの

可否を判断

④-1 リユース製品
の回収・引取

リユース

「地域内事業者リスト方式」の流れ（イメージ）
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ＮＧ
布した事業者リ
ストを閲覧

⑤ 市町村による通
常処理へ

廃棄

市町村

④-2市町村へ
連絡

愛知県大府市 大阪府泉大津市 群馬県明和町 東京都世田谷区

モデル事業の
継続状況

継続なし 一部変更して継続 継続して実施中 継続して実施中

－
引越しごみの申込時
にリユースショップを
紹介

平成23年度モデル事
業の成果を踏まえて
継続

リストを更新して実施
中

変更・改善点 － －
ちらしはそのまま活用
継続して住民に広報

業界団体の協力を得
て、リストの更新・追加
作成はNPOに委託

モデル事業を踏まえた平成25年度の取組み状況（地域内事業者リスト方式）



（４） 地域内事業者リスト方式
◆広報めいわ（平成25年 10月号） での広報 ◆リユースショップ情報（世田谷区、計8ページ）
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（５） 市町村回収後選別方式
 地域内事業者リスト方式は、いずれの地域（秦野市、綾部市）も継続して事業を行っている。

 秦野市では、平成25年4月～平成26年１月までに、秦野市がストックした製品数241点、うちリユー
ス事業者が買取りしたもの234点、46,190円となっている。

 綾部市では、平成25年4月～11月まで、リユース事業者の買取実績は57点、5,630円となっている
。収集した粗大ごみからのピックアップも実施している。

「市町村回収後選別方式」の流れ（イメージ）

市民

①排出意向確認を行って
粗大ごみとして排出

市町村 リユース事業者

②-1 リユース ③ ストックヤードに ④ リユースの ＯＫ ⑤リユース製品の回
リユース
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神奈川県秦野市 京都府綾部市

モデル事業の
継続状況

継続して実施 継続して実施

平成23年度モデル事業で一定の効果が
得られたため

平成23年度モデル事業で一定の効果が得られ
たため

変更・改善点
平成24年度に以下の点を改善
・リユース承諾書の書式変更
・専用ストックヤードの設置

－

モデル事業を踏まえた平成25年度の取組み状況（市町村回収後選別方式）

可能と判断

②-2 リユース
不可能と判断

て保管 可否を判断

ＮＧ

③ 市町村による
通常処理へ

収・引取 リユース

廃棄

排出意向確認の方法

持込ごみ：持込の際に確認

電話窓口での受付：電話の
際に確認

回収ごみ：有料券にチェック、
別の日に回収



Ⅲ リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理

 リユース業は、古物営業法等に基づき中古品の売買を行っている。近年、リユース業の市場

規模は拡大傾向にあり、使用済製品等のリユースを促進するという観点から、社会全体の環

境負荷の低減にも寄与する業として注目されているところである。

 各リユース業界団体が進める優良化に向けた様々な取組を踏まえ、リユース業における法令

遵守を徹底し、不適切な事業者との差異化を明確にするために、本資料では、廃棄物処理法

、個別リサイクル法（家電リサイクル法等）を中心に、リユース業界が知っておくべき環境関連

法令について説明する。

 なお、リユース業が遵守すべき関係法令としては、「古物営業法」、「特定商取引に関する法

律」、「消費者契約法」など多岐にわたる。
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律」、「消費者契約法」など多岐にわたる。

 これら関係法令は消費者保護等の観点から非常に重要な法令であり、各リユース業において

遵守・認知が必要である。これらの関係法令の遵守・認知を前提に、リユース業界にも関係す

る、遵守し、また知っておくべき、環境関連法として「循環型社会形成推進基本法」「廃棄物処

理法」「家電リサイクル法」「小型家電リサイクル法」を対象に説明する。

 上記の整理した結果を踏まえ、下記２つのパンフレットを作成した。

 リユース業者の皆さまへ
「リユース業に関する環境関連法パンフレット～さらなるリユース促進のために～」

 消費者の皆さまへ
「ご家庭で使わなくなった製品はリユースショップを活用しましょう」



 商材となるリユース品の買取（買取時）、リユース品の販売・保管時（販売・保管時）、売れ残った商品等

の廃棄など（廃棄時）の各行為について、リユース事業者が遵守すべき事項について整理を行うとともに

、各環境関連法における国民・消費者の責務についても整理した。

２．販売・保管時１．買取時

 輸出について（第10条、
第15条4の7関連）

 一般廃棄物の収集運搬につ
いて（第7条）

 下取りの取り扱い（平成25年
3月29日 環廃産発第

廃棄物処理法

３．廃棄時

 売れ残った製品が産業廃
棄物に該当する場合の適
正な処理について（第12
条）

 リデュース・リユースの推進 （第7条、基本計画）
（[1]リデュース、 [2]リユース、[3]リサイクル、 [4]熱回収、[5]適正処分 の順に優先）

 事業者の責務（第11条）
循環型社会形成
推進基本法

国民・消費者の責務

 国民の責務
（第2条の3）

－廃棄物の排出抑制、
再生品の使用等に
よる再生利用、など

 国民の責務
（第12条）

－基本原則に則った
再生品使用など

リユース業の遵守すべき事項

リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理（全体像）
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 バーゼル法

 使用済み電気・電子機
器の輸出時における中
古品判断基準

その他の法令

 小売業者の果たすべき
役割（引取り義務）（第9
条）（再掲）

 家電４品目の取り扱いに
ついて（平成24年3月19
日環廃企１号通知関連）
（再掲）

 小売業者の果たすべき役
割（引取り義務）（第9条）

 家電４品目の取り扱いにつ
いて（平成24年3月19日環
廃企１号通知関連）

 フロン類の漏洩防止回収
（エアコンなど）（基本方針）

家電
リサイクル法

3 29
13032910号通知）

 引越事業者への特例（施行
規則第2条10項、平成15年2
月10日 環廃産83号通知）

廃棄物処理法

 家電４品目の適正な処理
について（第10条）

 家電４品目の取り扱いに
ついて（平成24年3月19
日環廃企１号通知関連）
（再掲）

 専ら物の取使いについて
（第7条、第14条、平成25
年3月29日 環廃産発第
13032910号通知）

小型家電
リサイクル法

 認定事業者等への引渡し
（第7条、基本方針）

よる再生利用、など

 消費者の責務
（第6条）

－排出時のリサイクル
料金の支払い（収集
運搬の費用、メー
カーリサイクル料金）

 消費者の責務
（第6条）

－分別排出・適正な
引渡し



リユース業界を取り巻く環境関連法の法的環境の整理（目次）

０． リユース業全般に係る事項

１． 買取時に遵守すべき事項

（1） 一般廃棄物の収集運搬について
（2） 下取りの取り扱いについて
（3） 引越業も営む場合の特例（転居廃棄物）
（4） 家電リサイクル法対象品目の引取り義務（過去に自ら小売販売したもの）
（5） 家電リサイクル法対象品目のリユース・リサイクル仕分けガイドライン
（6） 家電リサイクル法対象品目のフロン類の漏洩防止

２． 販売・保管時に遵守すべき事項

（1） リユース品の適正な輸出
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（1） リユース品の適正な輸出
（2） 家電リサイクル法対象品目の引取り義務（小売販売との引替えの引取り）
（3） 家電リサイクル法対象品目の保管について

３． 廃棄時に遵守すべき事項

（1） 売れ残り等の廃棄時について（当該製品が産業廃棄物に該当する場合）
（2） 専ら物の取扱いについて
（3） 家電リサイクル法対象品目の引渡義務について
（4） 小型家電リサイクル法対象品目の認定事業者等への引渡について

４． 消費者の責務

（1） 循環型社会形成推進基本法における国民の責務
（2） 廃棄物処理法における国民の責務
（3） 家電リサイクル法における消費者の責務
（4） 小型家電リサイクル法における消費者の責務



（パンフレット）リユース業者のみなさまへ（1/2）
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（パンフレット）リユース業者のみなさまへ（2/2）
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（パンフレット）消費者のみなさんへ
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